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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動局から移動局の移動局受信器によってサポートされる送信器構成を含む情報を受信
するステップ、及び
　受信した前記情報を用いて複数の送信器構成のうちの１つを選択するステップからなり
、
　受信した前記情報が、１本の送信用アンテナの構成、空間時間拡散構成、選択的送信ダ
イバスティ構成、及び多入力／多出力構成を含んでいるリストから少なくとも２つの送信
機構成を含む情報である、通信システムを再構成する方法。

【請求項２】
　チャネル品質情報を受信し、
　前記選択するステップが、受信した前記チャネル品質情報と受信した前記情報を用いて
前記複数の送信器構成のうちの１つを選択することをさらに特徴とする請求項１に記載の
方法。

【請求項３】
　移動局の移動度に基づく情報を受信し、
　前記選択するステップが、受信した前記移動局の移動局受信器によってサポートされる
送信器構成を含む情報とチャネル品質情報、及び前記移動局の移動度に基づく情報を用い
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て前記複数の送信器構成のうちの１つを選択することをさらに特徴とする請求項２に記載
の方法。

【請求項４】
　前記選択するステップは、１本の送信用アンテナの構成を選択する
ことを含む請求項２記載の方法。

【請求項５】
　前記選択するステップは、選択的送信ダイバスティ構成を選択する
ことを含む請求項２記載の方法。

【請求項６】
　前記選択するステップは、空間時間拡散送信構成を選択する
ことを含む請求項２記載の方法。

【請求項７】
　前記選択するステップは、多出力と多入力送信構成を選択する
ことを含む請求項２記載の方法。

【請求項８】
　前記選択するステップは、複数の送信用アンテナのうちの１本のアンテナを選択する構
成を選択する
ことを含む請求項２記載の方法。

【請求項９】
　前記選択するステップは、複数の送信用アンテナを用いて送信し、各送信用アンテナは
異なる直交符号を用いる構成を選択する
ことを含む請求項２記載の方法。

【請求項１０】
　前記選択するステップは、複数の送信用アンテナを用いて送信し、各送信用アンテナは
異なるウォルシュ符号を用いる構成を選択する
ことを含む請求項２記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信に関し、特に無線通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の通信システムは、一種類の送信器構成を中心に設計されていた。従来のシステム
においては、１本のアンテナを用いて送信していた。新たなシステムにおいては、数種類
の送信器構成のうちのある構成を用いているが、移動局の移動度のようなチャネル状態を
取り込んだフレキシビリティを提供していない。
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、高品質の通信システムを提供するために通信システムを再構成する方
法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の通信システムは、移動局の状態、例えば移動局受信器の機能および能力、キャ
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リア波対干渉波の比率あるいは信号対ノイズの比率、および移動局の移動度（移動範囲）
に基づいて送信器が再構成されていた。その結果、送信器構成は、特定の移動局受信器の
状態に合わせて最適化されている。本発明の一実施例においては、送信器は、１本の送信
用アンテナ構成、空間時間拡散構成、選択的送信ダイバスティ構成、マルチ出力およびマ
ルチ入力の構成のような構成で動作するよう選択されている。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　移動局が通信チャネルを要求している基地局と最初に接触すると、移動局は、例えば電
子シリアル番号（electronic serial number；ＥＳＮ）および移動局関連チャネル条件（
例えば、キャリア波対干渉波の比率（Ｃ／Ｉ）、信号対ノイズ比（Ｓ／Ｎ）、移動局の移
動度（移動局が止まっているか、ゆっくり動いているか、高速で動いているか）および移
動局によりサポートされる送信形態）のような情報を送信する。
【０００６】
　さらにまた、基地局は利用可能な送信器構成の種類を示すような基地局の機能／能力を
、移動局に向けてページングチャネルあるいは同期チャネルのようなチャネル上で送信す
る。本発明の一実施例においては、移動局により与えられる情報および基地局の機能／能
力に基づいて、基地局は、移動局との通信用に４個の異なる送信器構成のうちの１つを提
供する。この選択された送信器構成が、ページングチャネルあるいは同期チャネルのよう
な制御チャネルを用いて移動局に伝えられる。
【０００７】
　本発明の一実施例においては、４つの送信器構成とは、（１）単一の送信用アンテナ構
成、（２）選択的送信ダイバスティ構成、（３）空間時間拡散構成、（４）多入力／多出
力構成である。これら４つの構成の使用は、単なる一実施例で様々な数および様々な種類
の構成を用いることができる。
【０００８】
　図１は、１本の送信用アンテナの構成を表す。基地局１０は基地局１０と移動局２０の
両方にある１本のアンテナを用いて移動局２０と通信する。この構成は、特に指定しない
限り取られる（デフォルト）構成で、移動局が高い移動度を有するときに通常割り当てら
れる。高い移動度とは移動局（携帯電話の使用者）が車あるいは電車の中にいるようなと
きに対応する。
【０００９】
　図２は、選択的送信ダイバスティ構成を表す。この構成においては、基地局３０は複数
の送信用アンテナのうちの１本のアンテナと移動局における１本のアンテナとを用いて移
動局４０と通信している。通信は、各アンテナ４４、４６を用いてテストされ、移動局は
基地局に対し２本のアンテナのうちどちらのアンテナがより優れた通信品質を提供できる
かをレポート（通知）する。より優れた通信の質は、例えば、搬送波対干渉波の比率、信
号対ノイズの比率あるいはエラーレート等のファクタを用いて決定できる。この構成は、
通常チャネル状態が悪い場合、例えば搬送波対干渉波の比率が低いときおよび移動局の移
動度が低い場合に用いられる。移動度が低いとは、移動局（携帯電話の使用者）が停止し
ているかあるいは歩いているような状況に相当する。
【００１０】
　図３は、空間時間拡散構成を表す。基地局５０は、基地局にある少なくとも２本の送信
用アンテナと、移動局にある１本の受信用アンテナを用いて移動局６０と通信する。この
構成においては各送信用アンテナは、アンテナを介して送信されるデータに対し異なるウ
ォルシュ符号を用いる。図に示したように２本のアンテナを用いた場合には、アンテナ６
２，６４がウォルシュ符号のような異なる直交符号でもって符号化される。この種類の構
成は、通常チャネル状態が良好な場合、即ち搬送波対干渉波の比率あるいは信号対ノイズ
の比率が高く、移動局の移動度が低い場合である。
【００１１】
　図４は、多入力／多出力の送信構成を表す。この構成においては、基地局７０は少なく
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とも２本の送信用アンテナを用いて信号を移動局８０に送信し、移動局８０もまた少なく
とも２本の受信用アンテナを用いて信号を受信する。この構成においては、データはアン
テナ８２と８４上で同時に送信され、そしてアンテナ８６と８８が受信する。この種の構
成は、通常、良好なチャネル状態の場合（例えば、搬送波対信号比率あるいは信号対ノイ
ズ比が高い場合、また移動局の移動度は低く、移動局が複数の受信用アンテナを有するよ
うな場合）に用いられる。
【００１２】
　多の種類の公知の構成、あるいは上記の構成の一部を、基地局の機能／能力と移動局の
チャネル状態（例えば、移動局の機能／能力とキャリア波対干渉波の比率、信号対ノイズ
比および移動局の移動度）に基づいて用いられる。
【００１３】
　特許請求の範囲の発明の要件の後に括弧で記載した番号がある場合は、本発明の一実施
例の対応関係を示すものであって、本発明の範囲を限定するものと解釈すべきではない。
【図面の簡単な説明】
【図１】　１本の送信用アンテナを用いた構成を表す図
【図２】　選択的送信ダイバスティ構成を表す図
【図３】　空間時間拡散構成を表す図
【図４】　マルチ出力とマルチ入力の構成を表す図
【符号の説明】
１０，３０，５０，７０　基地局
２０，４０，６０，８０　移動局
４４，４６，６２，６４，８２，８４，８６，８８　アンテナ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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